
食物アレルギーは、 ０歳で発症する人が 最も
多く、 6歳までの発症が 約8割を占めます。

乳児期（０歳）で発症しやすい原因食物

１、２歳で発症しやすい原因食物

※の症状は命に関わる危険があるので、
重症化に注意しましょう。

食後 ２時間以内に じんましんが現れたり 顔が腫れたり
するときには、 かかりつけ医の診察を受けましょう。

インターネットなどで調べて、自己判断をするのは危険です。
大切な赤ちゃんを守るため、必ず医師の判断を仰ぎましょう。

群馬県

乳児期に発症した食物アレルギーは、 専門医
のもと、 適切な医療を受けることで、 3歳頃まで
に 約5割、 小学校入学頃までに ７～８割の人が
治ると言われています。

① 与えた食物
② 与えた時間
③ 症状が現れた時間
④ 症状の特徴

次の内容を 説明できるようにしましょう。

症状は、すぐにおさまる場合もあります。
写真で撮れる症状は、記録しておくとよいでしょう。

循環器※
脈が速い
血圧低下

呼吸器※
せき
呼吸困難

消化器※
腹痛
おう吐
下痢

目
充血、かゆみ
まぶたのはれ

皮膚
かゆみ、赤み、発疹
(じんましん、湿疹）

鼻
くしゃみ、鼻みず
鼻づまり

口・のど
違和感、イガイガ感
くちびる、舌のはれ

神経※
頭痛、元気がない
意識障害
尿や便をもらす

原因物質を食べてから 多くは ２時間以内に症状が現れます。
次のような症状が １つ又は複数現れます。
皮膚症状は 約９割の人に見られます。

妊娠中～離乳期に知っておいてほしいこと




